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８ 発達支援・保育・教育等 
 

１ 発 達 支 援 
 

(１)  通 所 支 援 事 業 
 

障害や発達に心配のある児童が、その子の発達の課題に応じた専門的な療育を受けることが 

できます。 

1. 対 象 児 童 

次のいずれかに該当する１８歳未満の児童が対象 

① 発達に遅れや心配のある児童 

② 障害のある児童 

2. 必要な書類 

 必要な書類等は、次のいずれか 

・こども発達相談室の相談結果連絡票 ・就学判断報告書 

・障害者手帳  ・医師の診断書   ・特別児童扶養手当等の証書 

3. 利用者負担 

※１ヶ月の利用者負担（自己負担）額 
   原則として、   ・10/100（１割負担） 
所得に応じて負担上限月額があります。 

  そのほか、未就学の兄弟姉妹で第２子以降の多子軽減の制度があります。 

4. 持参するもの 

① 「2.必要な書類」の手帳等 

② その他必要な書類 

 個人番号（マイナンバー）がわかるもの（世帯全員）、 

 申請者の身分証明書 

5. 申 請 先 
(市) 子育て支援課 東８条南１３丁目1 帯広市保健福祉センター１階 

☎ ２５-９７００ 

 
 

（２）事 業 の 種 類 と 内 容 
 

1.児童発達支援 

センター 
 
＜帯広あおぞら＞ 

障害や発達に心配のある就学前の児童が毎日通い、日常生活の基本的な 

 動作や、遊び・課題に応じた活動など集団生活への適応のために専門的な 

 支援を受けることができます。 

2.児童発達支援事業 
障害や発達に心配のある幼児や就学していない児童に、個別の発達課題に 

応じた支援を受けることができます。 

3.放課後等 

 デイサービス事業 

障害や発達に心配のある小・中・高校等に通学している児童に、個別の発達 

課題に応じた支援を受けることができます。 

4.保育所等 

訪問支援事業 

保育所、幼稚園、認定こども園等に通う児童が、集団生活への適応のため 

に専門的な支援を受けることができます。 

5.居宅訪問型 

 児童発達支援事業 

医療的ケアや重い障害のために外出が難しいお子さんに対し、自宅に訪問 

して遊びを取り入れながら発達を促すなどの支援を行います。 
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(３) そ の 他 の 発 達 支 援（肢体不自由児機能訓練事業・幼児ことばの教室） 
 

  肢体不自由児 

機能訓練事業 

 (にこにこるーむ) 

   運動発達に遅れがある幼児や身体に障害のある幼児と保護者が、身体機能に 

働きかける遊びや生活に必要な情報の提供を受けることができます。 

申 込 先 

（市）子育て支援課 

     東８条南１３丁目１ 帯広市保健福祉センター １階 

☎ ２５－９７００ 

  ことばの 

相談事業 

   ことばやことばを含むコミュニケーションの発達に心配のある幼児の相談を 

受けることができます。 

申 込 先 

幼児ことばの教室 

     東８条南１３丁目１ 帯広市保健福祉センター １階 

☎ ２５－９７２７ 

 

 

２ 保育所による特別支援保育 
 

 集団保育可能で、心身の障害や発達に心配のあるおおむね３歳以上のお子さんを保育します。 

1. 実施保育所(園)  全保育所(園)で実施しています。 

2. 対 象 児 童  保育が必要で、かつ集団保育が可能で日々通所できる児童 

3. 手 続 等  身体障害者手帳、療育手帳または専門医による診断書等が必要となります。 

4. 申 込 先 
(市)こども課 ～ 市役所３階 ☎６５－４１５８ 

※ すでに通所している児童は、各保育所 
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３ 教   育    
 
  障害の有無にかかわらず、全ての子どもは義務教育を受けることになっています。 

障害のある子どもの教育にあたっては、帯広市教育支援委員会がその子どもの状況を把握し、適切 

な就学先をアドバイスするほか、教育委員会が適切な指導や教育が行えるよう環境の整備を行って

います。 

また、教育にかかる経費の一部を支援する制度があります。 

帯広市教育支援委員会では、対象となる子どもについて、教育、医学、心理学の各分野から観
察、面接などを行い、障害の状況や必要な支援の内容等を把握した上で、適切な就学先のアドバイ
スをしています。 

 

（１） 特 別 支 援 学 級 
   市内の小学校や中学校には特別支援学級があります。 
 
◎ 特別支援学級の設置状況 

学 級 区 分 
       小 学 校                 中 学 校          

校数 学 校 名 校数 学 校 名 

ア 知 的 ２６ 全校設置済 １４ 全校設置済 

イ 自閉症・情緒 ２６ 全校設置済 １４ 全校設置済 

ウ 肢体不自由 １ 豊成小 １ 帯広第五中 

エ 言 語 －  (通級指導教室 帯広小・花園小・明和小) － － 

オ 難   聴 １ 森の里小 ２ 帯広第二中、緑園中 

カ 病弱・身体虚弱 ４ （啓西小）・柏小・啓北小・川西小 ２ （帯広第五中）、帯広第八中 

キ 弱 視 － － １ 緑園中 

    計 実学校数 ２６ 実学校数 １４ 

※ 大空学園義務教育学校の前期課程は小学校、後期課程は中学校に含む。 

［特別支援教育就学奨励費］：教育にかかる経費の一部を支援する制度 

① 上記表中ア､ウ､オ､カ､キ（院内学級除く）に通学する場合（保護者の所得により援助内容は異なる） 

  学校給食費・通学費（本人分）・修学旅行費・学用品購入費他 

② 上記表中エ（通級指導教室のみ）に通学する場合 

  通学費（本人分）～バス代等実費支給 
  
    ※ ただし通学費は、通学区域の学校に相当する特別支援学級がない場合等に支給 

 
（２）特別支援教育支援員の配置 

① 生活介助員  

 肢体不自由学級に通う子どもや車いすを使用している子どもなどのために生活介助員を配置し、教

室間の移動や給食時の介助などの学校生活の手助けを行います。 

 医療的ケアを必要とする子どもには、看護師資格を持つ生活介助員を配置しています。 
 

② 特別支援教育助手・補助員 

  指示理解が伝わりにくい子どもへの声かけなど、授業がスムーズに行えるよう学級運営をサポート

するため、助手と補助員を配置しています。助手は、主に特別支援学級のサポートを担当します。 

補助員は、生活介助員のように特定の子どもに配置するものではなく、支援が必要な子ども達に対

して幅広いサポートを行います。 
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（３）特 別 支 援 学 校 

小学校や中学校にある特別支援学級のほかに、市内には特別支援学校があります。 

教育経費の援助があります。 

学 校 名 内    容 住  所 電 話 

帯広盲学校 

視覚に障害のある幼児児童生徒が通学（寄宿）し
ています。 
３歳から小学校入学前の幼児も通うことができま
す。０歳から乳幼児及び視覚に障害のある児童生徒
の教育相談や、保護者、担当教員、関係機関職員等
の相談も随時実施しています。 

西25条南2丁目9-1 ☎37-2028 

帯広聾学校 

聴覚に障害のある幼児児童生徒が通学（寄宿）
しています。 
３歳から小学校入学前の幼児も通うことができ
ます。０歳から２歳児については乳幼児相談室を
活用できます。 

西25条南2丁目7-8 ☎37-2017 

帯広養護学校 

主に知的障害のある児童生徒が通学しています
（小中学部の校区は十勝管内）。 
遠隔地からの通学が困難な児童生徒は、寄宿舎
で生活し通学する場合もあります。 
 また、障害が重く病院や自宅療養している児童
生徒に対して、教員が訪問して教育を行っていま
す。 

西25条南2丁目7-3 ☎37-6773 

 

［教育経費の主な援助］ 

 学校給食費・交通費（通学費、帰省費）・寄宿舎経費・修学旅行費・学用品購入費・他 

※上記学校は、幼稚部・小学部・中学部に分かれ、対象となるものが多少異なります。 

 保護者の世帯の経済的状況、家族構成等に応じて、支給割合等は異なります。 

 

（４） 高等部及び高等養護学校 

上記（1）（3）を卒業後、高校にあたる高等部又は高等養護学校へ進学できます。 

道内の主な高等部・ 

  高等養護学校 

     

・肢体不自由 ～ 北海道岩見沢高等養護学校 他  

・知的障害  ～ 北海道中札内高等養護学校（本校、幕別分校） 

北海道帯広養護学校高等部   

北海道新得高等支援学校  他 

・病  弱  ～ 北海道手稲養護学校三角山分校 

札幌市立山の手養護学校 

 ・視覚障害  ～ 北海道札幌視覚支援学校高等部 

 ・聴覚障害  ～ 北海道高等聾学校 

       

 ［教育経費の主な援助］ 

 教科用図書購入費・学校給食費・交通費（通学費、帰省費）・寄宿舎経費・学用品購入費・

修学旅行費 他 

 


